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文
化
財
の
多
い
古
都慶

州

慶
州
は
新
羅
時
代
に
首
都
と
し
て

役
割
を
果
た
し
た
韓
国
の
古
都
。
町

全
体
が
屋
根
の
な
い
美
術
館
と
言
わ

れ
る
ほ
ど
文
化
財
が
多
い
。
特
に
仏

国
寺
（
プ
ル
グ
ク
サ
）
と
石
窟
庵

（
ソ
ッ
ク
ラ
ム
）
が
ユ
ネ
ス
コ
の
世

界
文
化
遺
産
に
、
南
山
、
月
城
な
ど

５
つ
の
地
域
は
「
慶
州
歴
史
遺
跡
地

区
」
に
登
録
さ
れ
て
お
り
、
世
界
的

な
文
化
遺
産
を
一
目
見
よ
う
と
世
界

中
か
ら
毎
年
５
０
０
万
人
の
観
光
客

が
訪
れ
る
。

仏
国
寺
は
、
慶
州
を
代
表
す
る
遺

蹟
地
で
、
寺
自
体
の
秀
麗
さ
と
石
造

遺
物
の
優
れ
た
芸
術
美
は
世
界
に
広

く
知
ら
れ
て
い
る
。
寺
内
の
多
宝
塔

（
タ
ボ
タ
プ
）
と
釈
迦
塔
（
ソ
ッ
カ

タ
プ
）
は
、
大
雄
殿
と
紫
霞
門
の
間

に
東
西
に
立
て
ら
れ
て
い
る
高
さ
１０

・
４
�
の
石
塔
で
国
宝
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。

青
雲
橋
と
白
雲
橋
は
そ
れ
ぞ
れ
青

年
と
老
人
の
姿
、
す
な
わ
ち
人
生
を

象
徴
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

新
羅
時
代
の
橋
と
し
て
は
唯
一
完
全

な
形
で
残
っ
て
い
る
国
宝
級
の
文
化

財
だ
。

吐
含
山
の
東
側
の
峰
に
位
置
す
る

石
窟
庵
は
、
花
崗
岩
を
削
っ
て
人
工

的
に
築
造
さ
れ
た
石
窟
寺
刹
。
円
形

の
主
室
に
は
本
尊
像
を
は
じ
め
と
す

る
菩
薩
と
弟
子
像
な
ど
が
あ
る
。
本

尊
像
は
�
花
紋
が
刻
ま
れ
た
壇
の
上

に
座
っ
て
い
て
、
優
し
い
姿
と
慈
悲

深
い
表
情
を
し
て
い
る
。
天
井
は
半

月
や
弓
模
樣
の
丸
い
様
式
で
そ
の
上

に
蓮
模
様
の
円
板
を
の
せ
て
蓋
を
し

て
い
る
。

石
窟
庵
か
ら
見
る
日
の
出
も
ま
た

美
し
い
た
め
、
多
く
の
人
が
訪
れ
て

い
る
。

遺
跡
地
を
背
景
に
昼
間
に
は
文
化

史
跡
地
を
踏
査
し
、
夜
間
に
は
韓
国

の
伝
統
音
楽
と
踊
り
が
味
わ
え
る

「
月
光
と
共
す
る
新
羅
の
歴
史
紀

行
」
は
、
新
羅
文
化
院
（
韓
国
語
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジhttp

:
//w
w
w
.silla.

or.kr

）
が
１３
年
間
進
行
し
て
き
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
韓
国
の
代
表
的
な

夜
間
観
光
テ
ー
マ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
認
め
ら
れ
て
い
る
。

特
に
、
願
い
事
を
書
い
た
提
灯
を

持
っ
て
塔
回
り
を
し
な
が
ら
お
祈
り

を
す
る
体
験
と
「
ガ
ン
ガ
ン
ス
オ
ル

レ
」
と
い
う
韓
国
伝
統
の
遊
び
の
体

験
は
、
古
都
・
慶
州
な
ら
で
は
の
も

の
。
一
度
で
も
挑
戦
し
て
み
れ
ば
、

き
っ
と
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
と
な

る
は
ず
だ
。

９
月
７
日
か
ら
１０
月
２６
日
ま
で
の

期
間
は
、
「
０７
慶
州
世
界
文
化
エ
キ

ス
ポ
」
も
開
催
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な

趣
向
を
凝
ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
目
白

押
し
だ
。

「
仮
面
劇
祭
り
」が
有
名安

東

安
東
市
に
あ
る
河
回
村
（
ハ
フ
ェ

マ
ウ
ル
）
は
、
山
と
川
に
囲
ま
れ
た

地
理
的
な
条
件
か
ら
敵
の
侵
入
を
一

度
も
受
け
た
こ
と
が
な
く
、
上
流
層

の
瓦
家
か
ら
民
家
の
藁
葺
き
家
ま
で

昔
の
姿
を
そ
の
ま
ま
残
し
て
い
る

所
。
三
方
が
洛
東
江
に
囲
ま
れ
、
水

が
回
っ
て
流
れ
る
と
い
う
こ
と
か
ら

河
回
の
村
名
と
な
っ
た
。

河
回
村
と
い
え
ば
、
村
の
平
和
と

豊
作
を
祈
る
儀
式
「
別
神
グ
ッ
仮
面

劇
」
と
、
そ
こ
で
使
わ
れ
る
「
河
回

仮
面
」
が
有
名
。
こ
こ
で
は
主
に
仮

面
舞
を
主
題
に
多
く
の
行
事
が
開
か

れ
る
。

毎
年
９
月
末
か
ら
１０
月
初
め
ま
で

の
約
１０
日
間
、
こ
の
河
回
村
や
安
東

市
・
川
岸
祝
祭
場
で
開
催
さ
れ
る
の

が
「
安
東
国
際
仮
面
劇
祭
り
」
。

祭
り
の
最
大
の
見
ど
こ
ろ
は
、
韓

国
全
地
域
を
代
表
す
る
仮
面
劇
が
観

覧
で
き
る
こ
と
。
人
生
の
生
老
病
死

や
季
節
、
各
地
域
の
信
仰
や
地
域
の

自
然
環
境
の
よ
う
な
、
各
自
異
な
っ

た
人
生
の
テ
ー
マ
を
素
材
に
し
て
い

て
、
言
葉
が
通
じ
な
く
て
も
十
分
に

楽
し
め
る
。

ま
た
、
華
麗
な
色
彩
で
や
や
大
げ

さ
に
制
作
さ
れ
た
韓
国
の
仮
面
は
、

見
る
だ
け
で
も
面
白
い
。

こ
の
他
に
も
毎
年
世
界
の
有
名
な

公
演
団
を
招
請
し
、
彼
ら
の
民
俗
踊

り
を
観
覧
す
る
場
も
設
け
ら
れ
る
。

仮
面
だ
け
で
な
く
、
フ
ェ
イ
ス
・
ペ

イ
ン
テ
ィ
ン
グ
、
扮
装
な
ど
を
通
じ

て
自
分
を
飾
り
、
自
由
に
踊
り
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
す
る
マ
ス
ク
ダ
ン
ス
競
演

大
会
は
、
個
人
別
、
団
体
別
に
出
場

が
可
能
だ
。

付
帯
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
安
東
地

域
の
民
俗
ノ
リ
と
伝
統
文
化
が
体
験

で
き
る
「
安
東
民
俗
体
験
」
や
安
東

地
域
の
好
み
の
料
理
を
味
わ
え
る

「
安
東
料
理
文
化
祭
り
」、人
形
劇
、

マ
イ
ム
、文
化
芸
術
イ
ベ
ン
ト
、展
示

会
や
各
種
競
演
大
会
な
ど
も
あ
る
。

ド
ラ
マ「
朱
蒙
」の
ロ
ケ
地

羅
州
・
青
山
島
・
宝
城

全
羅
南
道
で
は
数
多
く
の
ド
ラ
マ

と
映
画
が
撮
影
さ
れ
て
い
る
。
撮
影

地
を
訪
れ
る
と
、
画
面
を
通
じ
て
見

た
場
面
と
感
動
を
再
び
体
験
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
大
部
分
が
あ
り
の
ま

ま
の
自
然
を
生
か
し
て
撮
影
さ
れ
た

も
の
だ
が
、
最
近
は
セ
ッ
ト
も
作
ら

れ
、
新
し
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

話
題
を
呼
ん
で
い
る
。

「
三
韓
志
（
サ
ン
ハ
ン
ジ
）
テ
ー

マ
パ
ー
ク
」
は
、
羅
州
平
野
を
眼
下

に
一
望
で
き
る
４
万
５
千
坪
の
敷
地

に
１
８
０
億
ウ
ォ
ン
を
か
け
て
作
ら

れ
た
大
規
模
な
セ
ッ
ト
。ド
ラ
マ「
朱

蒙
」
の
撮
影
に
使
わ
れ
た
。

扶
余
宮
、
武
器
製
造
所
、
市
場
な

ど
扶
余
の
町
並
み
を
再
現
。
本
物
そ

っ
く
り
に
作
ら
れ
た
城
壁
や
城
、
瓦

葺
き
の
家
々
は
周
辺
の
自
然
と
調
和

し
て
美
し
い
風
景
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
に
来
れ
ば
高
句
麗
、
そ
し
て
そ

の
広
大
な
領
土
の
幕
を
開
い
た
英

雄
、
朱
蒙
に
出
会
え
る
。

海
に
沿
っ
て
く
ね
く
ね
と
続
く
石

垣
道
が
印
象
的
な
青
山
島
は
、
イ
ム

・
グ
ォ
ン
テ
ク
監
督
の
映
画
「
風
の

丘
を
越
え
て
・
西
便
制
」
で
韓
国
映

画
史
上
最
高
の
名
場
面
の
１
つ
に
数

え
ら
れ
る
５
分
２０
秒
の
ロ
ン
グ
テ
イ

ク
が
撮
影
さ
れ
た
場
所
。

２
�
の
菜
の
花
と
麦
畑
の
調
和
が

一
枚
の
絵
の
よ
う
な
青
山
島
の
タ
ン

リ
村
も
韓
流
ド
ラ
マ「
春
の
ワ
ル
ツ
」

の
ロ
ケ
地
と
し
て
有
名
だ
。
春
の
ワ

ル
ツ
は
ユ
ン
・
ソ
ク
ホ
監
督
が
描
く

四
季
シ
リ
ー
ズ
の
最
終
章
。

宝
城
茶
畑
は
韓
流
ド
ラ
マ
「
夏
の

香
り
」
の
ロ
ケ
地
。
夏
の
香
り
は
、

ユ
ン
監
督
が
「
秋
の
童
話
」
「
冬
の

ソ
ナ
タ
」
に
続
い
て
手
が
け
た
四
季

シ
リ
ー
ズ
の
第
３
作
。
冬
の
ソ
ナ
タ

の
「
白
と
雪
」
に
替
え
て
、
「
夏
と

緑
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作
品
だ
。

宝
城
茶
畑
は
全
羅
南
道
宝
城
郡
の

緑
茶
生
産
地
。
緩
や
か
な
斜
面
に
ま

る
で
緑
の
絨
毯
を
敷
い
た
よ
う
に
茶

畑
が
美
し
く
波
打
っ
て
い
る
。
数
多

く
の
映
画
、
ド
ラ
マ
、
広
告
に
よ
く

登
場
す
る
風
景
。

毎
年
５
月
、
青
々
と
茂
っ
た
お
茶

の
葉
が
空
に
向
か
っ
て
広
が
る
頃
、

茶
文
化
の
伝
統
と
現
代
が
調
和
し
た

「
茶
郷
祭
」
が
開
か
れ
る
。

王
仁
博
士
の
遺
跡

霊
岩
・
順
天

全
羅
南
道
に
は
韓
国
の
歴
史
と
文

化
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
ス
ポ
ッ

ト
も
数
多
い
。

「
王
仁
博
士
遺
跡
地
」
は
歴
史
的

に
日
本
と
つ
な
が
り
の
深
い
場
所
。

王
仁
博
士
は
、
４
世
紀
末
に「
論
語
」

１０
冊
と
「
千
文
字
」
１
冊
を
持
っ
て

百
済
か
ら
日
本
に
渡
来
し
、
儒
教
と

漢
字
を
伝
え
た
と
「
古
事
記
」
「
日

本
書
紀
」
に
記
さ
れ
て
い
る
人
物
。

同
行
し
た
渡
来
人
た
ち
も
さ
ま
ざ
ま

な
技
術
を
日
本
に
伝
え
た
と
さ
れ
て

い
る
。

王
仁
博
士
は
学
問
の
祖
と
さ
れ
、

大
阪
府
の
枚
方
市
と
大
阪
市
北
区
に

は
と
も
に
こ
の
王
仁
博
士
の
墓
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
場
所
が
あ
る
。

王
仁
博
士
遺
跡
地
は
王
仁
博
士
の

軌
跡
を
１
９
８
７
年
に
復
元
し
た
新

し
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
。
毎
年
４
月
の

「
王
仁
文
化
祝
祭
」
に
は
、
た
く
さ

ん
の
日
本
人
が
訪
れ
て
い
る
。

順
天
に
あ
る
楽
安
邑
城
民
俗
村

は
、
朝
鮮
時
代
に
築
か
れ
た
１
４
０

７
�
の
城
と
そ
の
城
の
中
に
造
成
さ

れ
た
村
。
５
０
０
年
前
の
姿
を
そ
の

ま
ま
再
現
し
て
い
る
た
め
、
時
代
劇

や
映
画
の
ロ
ケ
地
と
し
て
数
多
く
使

わ
れ
る
。
邑
城
の
中
で
は
鍛
冶
屋
体

験
、
黄
土
染
め
付
け
体
験
な
ど
が
で

き
る
。

キ
ム
チ
な
ど
の
祭
り

光
州
・
咸
平
・
康
津

全
羅
南
道
の
お
祭
り
で
特
に
有
名

な
の
が
「
光
州
キ
ム
チ
祭
り
」
。
毎

年
国
内
外
か
ら
数
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
る
。
０７
年
は
１０
月
１７
日
か
ら
２１

日
の
５
日
間
開
か
れ
る
。

韓
国
全
土
か
ら
集
め
た
数
十
種
類

の
キ
ム
チ
や
キ
ム
チ
料
理
な
ど
を
集

め
た
企
画
展
示
館
や
、
キ
ム
チ
の
歴

史
や
キ
ム
チ
の
漬
け
方
な
ど
を
映
像

で
紹
介
す
る
上
映
館
、
キ
ム
チ
漬
け

コ
ン
テ
ス
ト
、
キ
ム
チ
体
験
コ
ー
ナ

ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
展
示
や
催
し
が

行
わ
れ
る
。

０８
年
４
月
１８
日
か
ら
６
月
１
日
ま

で
咸
平
（
ハ
ム
ピ
ョ
ン
）
川
の
水
辺

公
園
で
開
か
れ
る
「
第
１０
回
咸
平
蝶

・
昆
虫
エ
キ
ス
ポ
」
。
世
界
で
唯
一

の
昆
虫
を
テ
ー
マ
に
し
た
環
境
エ
キ

ス
ポ
だ
。数
万
匹
の
蝶
と
緑
の
野
原
、

黄
色
い
菜
の
花
が
１
つ
と
な
り
華
麗

な
春
の
訪
れ
を
体
感
で
き
る
。

「
第
１３
回
康
津
青
磁
文
化
祭
」
の

開
催
は
９
月
上
旬
か
ら
中
旬
。
高
麗

青
磁
の
発
祥
地
で
あ
る
康
津
で
、
土

と
火
、
そ
し
て
人
間
を
テ
ー
マ
に
開

か
れ
る
。
北
青
獅
子
舞
、
青
磁
づ
く

り
、
伝
統
韓
紙
づ
く
り
体
験
な
ど
を

行
う
。

「
Ｋ
ｏ
ｒ
ｅ
ａ
’
ｓ
ｐ
ａ
ｒ
ｋ
ｌ
ｉ
ｎ
ｇ
」
は
韓

国
観
光
の
新
ブ
ラ
ン
ド
。
韓
国
人
と
韓
国
文
化
の
熱

情
が
生
き
て
い
る
韓
国
観
光
は
、
常
に
私
を
き
ら
め

か
せ
る
躍
動
感
に
あ
ふ
れ
て
い
る

と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
が
あ
る
。
そ
の
活
気
に
満
ち
た
韓
国
の
な
か

で
も
、
今
熱
い
注
目
を
浴
び
て
い
る
の
が
東
南
部
の

「
慶
尚
北
道
」
だ
。
２
０
０
７
年
を
「
慶
尚
北
道
訪

問
の
年
」
と
位
置
づ
け
、
多
く
の
観
光
客
を
歓
迎
し

て
い
る
か
ら
だ
。
新
羅
の
仏
教
文
化
や
朝
鮮
の
儒
教

文
化
な
ど
韓
国
の
伝
統
文
化
を
色
濃
く
残
す
こ
の
地

域
に
あ
っ
て
、
特
に
人
気
の
高
い
慶
州
（
キ
ョ
ン
ジ

ュ
）
と
安
東
（
ア
ン
ド
ン
）
を
取
り
上
げ
た
。
ま
た
、

０８
年
の
「
訪
問
の
年
」
に
決
ま
っ
た
「
光
州
・
全
羅

南
道
」
に
つ
い
て
も
併
せ
て
紹
介
し
て
い
く
。

「朱蒙」撮影ロケ地「三韓志テーマパーク」 １９９５年に世界文化遺産に指定された慶州の仏国寺

慶
州
史
跡
地
の
塔
回
り

王
仁
博
士
遺
跡
地

河
回
村
の
仮
面
劇

光州キムチ祭り

http://www.tour2korea.com/

